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残り１年を全力で

＜近況アラカルト＞

里山も赤や黄色に色づきすっかり秋めいてきた今日この頃ですが、皆さんいかがお過ごしで

しょうか。日頃の叱咤激励、ご支援に対し心から感謝と御礼を申し上げます。

中国武漢市で発生した新型コロナウイルスは、その後変異を繰り返し２年８か月になります。

この間、コロナ感染の急拡大や町長選、参議院選挙などにより政治活動が制限され「かおる便

り」も配付できずにおりました。申し訳ございません。

今、日本経済は新型コロナ感染による経済の停滞とともに、ロシアのウクライナ侵攻が長引

く中、食料やエネルギー、肥料、飼料などの高騰、円安が加速し物価高に直面しています。

政治はこのような状況下、エネルギーと食料の安全保障の観点から極端な輸入依存に偏るこ

となく、国内自給率を上げる政策に転換しなければなりません。

９月定例議会一般質問では、１．総合計画中間点での見直し ２．学校運営協議会 ３．消

防団員の処遇改善 について取り上げ議論や提案を致しました。質疑の要約をご報告致します。

早いもので、今議員任期も残りあと１年となり来年改選期となります。

私の原点である「新しい視点、ひたむきに政治」を忘れずこれからも頑張ってまいりますの

で、引き続き強力なご支援のほどお願い申し上げます。 感謝 村上 薫

みんなで聞いでけで！
◎ ９月定例議会、私の一般質問＜項目と要旨＞です。

１．総合計画中間点の見直しについて

…時代の変化に対応できているか

総合計画見直し

問 デジタル変革（ＤＸ）への対応と工程計画は。

☛裏面に続く
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２．防災対策について …「初の警戒レベル４、５発令 見えてきた課題は」

２．学校運営協議会（コミュニティースクール）と消防団員の処遇改善について

☆主な９月補正予算

１．「原油価格・物価高騰緊急経済対策支援金」 …２，５００万円「農 政 課」

２．電気料金等物価高騰対応分給付金 …２，１００万円「町民生活課」

３．子育て世帯臨時特別支援金 …１，５００万円「町民生活課」

４．生活道路整備事業費補助金 … １９９万円「総 務 課」

地域課題：私自身気づかない点がたくさんあります。どうぞ、お気軽にお声がけ下さい。

問 学校運営協議会が小中学校で始まっている、その役割は。

答 ①校長が作成する学校運営の基本方針を承認する ②学校運営、教育活動に

ついて教育委員会又は校長に意見を述べることができる ③教職員の任用に

関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員会に意見を述べる

ことができる。

問 消防庁より消防団員の処遇改善通知が出た。いつ、どのような改正を行うか。

答 団員階級の報酬は、現行年額２６，５００円を３６，５００円に。出動手当

は、現行一律１回２，０００円を災害出動１日当たり８，０００円に引き上

げる。実施は来年度から。

答 今年度７月から取り組みを始め、ＤＸ計画策定委員会を立ち上げ進めている。

アクションプランを決定後、重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定する。

問 具体的な取組み内容は。

答 ①自治体業務システムの標準化・共通化…令和 6年度までに行う

②行政手続きのオンライン化 …令和５年度から使えるようにする

③町独自のＤＸ政策 …職員のヒアリング調査中

問 自治体ＤＸの鍵を握る町のマイナンバーカード交付率と普及対策は。

答 交付率約４０％、全国下位にある。今後企業に出向き申請を受け付ける。

問 ２０５０年脱炭素は世界の合意事項。２０３０年までの集中行動「地域脱炭素

ロードマップ」実現へ行動計画とＫＰＩは。

答 今年６月、（株）ゼロボードと地域脱炭素に向けた協定を締結した。ＣＯ２

算出と可視化に取り組んで行く。

問 町内には、けせんプレカットのように太陽光発電から水素を作りフォークリフ

トを動かすなど先進的な取組みもある。環境省の「脱炭素先行地域」に手を上

げては。

答 ＳＤＧＳ（持続可能な開発計画）の考えと実行が大事と考えている。

問 ＩＬＣ実現は、いよいよ正念場を迎えている。「グリーンＩＬＣ」講演会を町

主催で行うなど具体的な行動が必要では。

答 県や他自治体、関係団体と連携し活動していく。


